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流れ藻から得られたアサガオクラゲ（十文字クラゲ綱）の報告 

 

筒井 幸多* 

 

TSUTSUI, Kohta *, 2024: Haliclystus tenuis (Cnidaria: Staurozoa) collected from stranded and drifting 

Sargassum seaweeds. Bull. Otaru Mus., 37: 9–11.  

Staurozoans, or stalked jellyfishes, are sessile cnidarians and lack planktonic stages in their life cycle. Among 

staurozoans attaching to seaweeds, there are species showing wide distributional range, suggesting their long 

passive dispersal by using drifting seaweeds; however, the report of staurozoans on drifting seaweeds is so 

limited. In this study, I report live Haliclystus tenuis KISHINOUYE, 1910 individuals from stranded and drifting 

Sargassum seaweeds collected in Otaru, Hokkaido, Japan. More than 50 individuals at various developmental 

stages were found on large lumps of stranded seaweeds in July. One individual was found on a small drifting 

seaweed in August. This finding suggests that drifting seaweeds may help long-distance dispersal by epiphytic 

staurozoans. 

 

Key words: benthos, epiphyte, passive transportation, Otaru, stalked jellyfish, Stauromedusae. 

 

 

はじめに 

 

十文字クラゲ綱は底生性の刺胞動物である．体は柄

部と萼部から構成され，柄部の末端で基質に付着して

生活する．基質としては藻類，岩（石・粗砂），海草，

貝殻，泥，砂，サンゴ類，ナマコ類，カンザシゴカイ

類の棲管などが報告されている（MIRANDA et al., 2018）． 

十文字クラゲ類は浮遊期を欠くため（MIRANDA et al., 

2018），分散能力が低いとされている．このうち，海藻

に付着して生活する種については，付着基質である海

藻が切れて流れ藻となった際，海藻に付着したまま海

流で運ばれることで受動的な長距離分散をしている可

能性が指摘されている（MIRANDA et al., 2018）．しかし

実際流れ藻に付着していた個体の報告は，筆者が知る

限り，タイドプールの流れ藻に付着していた

Haliclystus kerguelensis VANHÖFFEN, 1908 を報告した

KRAMP（1957）に限られる． 

アサガオクラゲHaliclystus tenuis KISHINOUYE, 1910は

北海道小樽市忍路をタイプ産地とする十文字クラゲ綱

の 1 種である．北海道のオホーツク海および日本海側

沿岸，室蘭に加え，陸奥湾，大槌湾，敦賀湾，瀬戸内

海など本州各地からも報告されている（平野，2015；

UCHIDA & HANAOKA, 1934；同論文中の Haliclystus 

auricula JAMES-CLARK, 1863 が相当する）． 

本稿では 2023 年に小樽市で実施した調査中に得ら

れた漂着および漂流したホンダワラ類の流れ藻からア

サガオクラゲを見出したのでその詳細を報告する． 

 

材料と方法 

 

調査は 7 月 2 日，7 月 8 日，7 月 22 日，8 月 10 日，

8 月 15 日，8 月 27 日，9 月 7 日，9 月 13 日の計 8 日

間行った．7 月，8 月 10 日，8 月 15 日，および 9 月の

調査では，船浜町の海岸に打ち上がったホンダワラ類

の流れ藻を採集，大型藻体については適宜切り分けた

上で海水を満たした水槽に入れ，十文字クラゲ類の付

着の有無を確認した．8 月 27 日の調査では，蘭島にて

漂流しているホンダワラ類の流れ藻を柄杓ですくい，
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水槽に入れて付着の有無を確認した． 

7 月 8 日に確認した個体のうち，最大個体と最小個

体を含む 22 個体は持ち帰り，採集から 6 時間後に萼

部高の計測を行った．その他の個体の形態観測は現地

で行った． 

得られた十文字クラゲ類は HIRANO（1986）に従い，

アサガオクラゲと同定した．幼体については，触手群

の基部に U 字型の突起が見られること，白点が生殖巣

の原基の間の 8 区間すべてに分布すること，以上 2 形

質より調査地から報告のあるヒガサクラゲ Haliclystus 

stejnegeri KISHINOUYE, 1899 から区別した（HIRANO, 

1986）． 

 

結果と考察 

 

7 月 2 日の調査では，2 点の大型の打ち上げ海藻か

らそれぞれ幼体 1 個体と成熟個体 1 個体が得られた．

幼体は萼部高 1.5 mm で，生殖巣は未発達であった．成

熟個体は萼部高 10 mm で，袋状の発達した生殖巣が多

数見られた．7 月 8 日の調査では，1 点の打ち上げ海藻

から幼体と成熟個体を含む 50 個体が採集された．こ

のうち最小個体は萼部高 2.0 mm，最大個体は萼部高 10 

mm であった．採集された個体の発達段階はさまざま

で，生殖巣が発達していない幼体から生殖巣が発達し

た成熟個体まで含まれていた．8 月 27 日の調査では，

漂流していた 15 cm ほどの小型の流れ藻 1 点から萼部

高 5 mm の成熟個体 1 個体が得られた． 

7 月 22 日，8 月 10 日，8 月 15 日の調査では，打ち

あげ海藻から十文字クラゲ類が確認されなかった．9

月の調査では打ち上げ海藻を発見できなかった． 

今回，複数日，複数地点において流れ藻へのアサガ

オクラゲの付着が確認された．8 月には漂流中の流れ

藻に付着している個体が確認できた．以上のことから，

アサガオクラゲが流れ藻を介して分散しうることが示

された．アサガオクラゲの示す北海道から瀬戸内海ま

でという広い分布域の形成には，流れ藻を介した受動

分散が関わった可能性が高い．今回調査した小樽市に

は，ホンダワラ類に付着して生活する十文字クラゲ類

として，アサガオクラゲのほかに，ヒガサクラゲとム

シクラゲ Haliclystus inabai KISHINOUYE, 1893 とササキ

クラゲ Calvadosia cruciformis OKUBO, 1917 の分布が確

認されている（平野，1986）．今後同市での調査を継続

することで，上記の十文字クラゲ類も流れ藻から発見

される可能性がある． 

 

摘要 

 

十文字クラゲ類は生活史にプランクトン期を欠いた

付着性の刺胞動物の一群である．このうち海藻を付着

基質に利用する十文字クラゲ類には広域分布を示す種

が確認されていることから，おそらく流れ藻を利用し

た受動分散を行っている可能性が示唆されている．し

かし実際に流れ藻から報告された例は非常に限られる．

今回，小樽市で行った複数回の調査において，海岸に

打ち上げられた海藻および海岸近くを漂流していた流

れ藻から十文字クラゲ類の一種であるアサガオクラゲ

を複数個体得た．それらは発見時いずれも生きており，

幼体から性成熟した個体まで含まれていた．これは報

告例の少なかった十文字クラゲ類による流れ藻を介し

た受動分散を示す貴重な発見例である． 
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図 1．アサガオクラゲの付着が確認された流れ藻と採集されたアサガオクラゲ．A，7 月 8 日に採集した海

岸に打ち上がっていた流れ藻（枝を何本か切り取った後に撮影したもの）．B，8月 27日に採集した海

岸付近で漂流していた流れ藻（拡大図：付着していたアサガオクラゲ）．C，7月 2日に採集したアサ

ガオクラゲの幼体．本研究で採集された中で最小の個体（撮影は 7月 5日に実施）．D，7月 8日に採

集したアサガオクラゲの成熟個体．本研究で採集された中で最大の個体（撮影は 7月 10日に実施）． 

Fig. 1. Stranded and drifting Sargassum seaweeds and Haliclystus tenuis. A, a stranded seaweed from which 

H. tenuis individuals collected on July 8 (photographed after several branches removed). B, a drifting 

seaweed from which one H. tenuis individual collected on August 27; an insert is an image magnified 

from the corresponding box in the main panel, showing a H. tenuis individual on the seaweed. C, a 

juvenile of H. tenuis collected on July 2 (the smallest individual collected in this study; photographed on 

July 5). D, a sexually matured H. tenuis individual collected on July 8 (the largest individual collected in 

this study; photographed on July 10). 


